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【公開日】平成26年8月7日(2014.8.7)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月21日(2016.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明は、複数の層を有するフレキシブルプリント基板で
あって、光透過性を有する基材と、前記基材の一方面に形成される第１の配線パターンと
、前記第１の配線パターンの表面を被覆する不透明な第１のカバーレイフィルムと、前記
基材の他方面に形成される第２の配線パターンおよびパターン指標と、前記第２の配線パ
ターンおよび前記パターン指標の表面を被覆する不透明な第２のカバーレイフィルムとを
備え、　前記第１のカバーレイフィルムには、開口部が形成され、前記第１のカバーレイ
フィルムは、前記第１の配線パターンが形成されていない前記開口部のまわりで前記基材
の一方面を被覆し、前記第２のカバーレイフィルムは、前記第２の配線パターンも前記パ
ターン指標も形成されていない前記基材の他方面を被覆し、前記開口部は、前記パターン
指標が前記開口部から視認することができるように形成されていることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の層を有するフレキシブルプリント基板であって、
　光透過性を有する基材と、
　前記基材の一方面に形成される第１の配線パターンと、
　前記第１の配線パターンの表面を被覆する不透明な第１のカバーレイフィルムと、
　前記基材の他方面に形成される第２の配線パターンおよびパターン指標と、
　前記第２の配線パターンおよび前記パターン指標の表面を被覆する不透明な第２のカバ
ーレイフィルムとを備え、
　前記第１のカバーレイフィルムには、開口部が形成され、
　前記第１のカバーレイフィルムは、前記第１の配線パターンが形成されていない前記開
口部のまわりで前記基材の一方面を被覆し、
　前記第２のカバーレイフィルムは、前記第２の配線パターンも前記パターン指標も形成
されていない前記基材の他方面を被覆し、
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　前記開口部は、前記パターン指標が前記開口部から視認することができるように形成さ
れていることを特徴とするフレキシブルプリント基板。
【請求項２】
　前記パターン指標は、前記基材の他方面に形成される他の配線パターンの一部を抜いた
中抜きすることによって形成されることを特徴とする請求項１に記載のフレキシブルプリ
ント基板。
【請求項３】
　前記開口部は前記フレキシブルプリント基板の外形端に達しており、
　前記パターン指標は、前記開口部より大きく前記フレキシブルプリント基板の外形端に
達していることを特徴とする請求項１または２に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項４】
　前記パターン指標は、数字、文字、記号、マーク、および前記数字と前記文字と前記記
号と前記マークのうち任意の組み合わせから選択されることを特徴とする請求項１乃至３
のいずれか１項に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項５】
　前記パターン指標は、前記フレキシブルプリント基板を折り曲げる際の目印となる折り
目指標、および製品記号を含む中から選択されることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか１項に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項６】
　前記パターン指標は、数字、文字、記号、および前記数字と前記文字と前記記号の組み
合わせのいずれかである場合、前記フレキシブルプリント基板の一方の面から前記パター
ン指標を目視した際に前記パターン指標が反転して形成されていることを特徴とする請求
項５に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載のフレキシブルプリント基板を備えることを特徴
とする電子機器。
【請求項８】
　複数の層を有するフレキシブルプリント基板であって、
　光透過性を有する第１の基材と、
　前記第１の基材の一方面に形成される第１の配線パターンと、
　前記第１の配線パターンの表面を被覆する不透明な第１のカバーレイフィルムと、
　光透過性を有し、前記第１の基材の他方面に配置される第２の基材と、
　前記第１の基材の他方面と前記第２の基材の一方面との間に形成される第２の配線パタ
ーンと、
　前記第２の基材の他方面に形成される第３の配線パターンおよびパターン指標と、
　前記第３の配線パターンおよび前記パターン指標の表面を被覆する不透明な第２のカバ
ーレイフィルムとを備え、
　前記第１のカバーレイフィルムには、開口部が形成され、
　前記第１のカバーレイフィルムは、前記第１の配線パターンが形成されていない前記開
口部のまわりで前記基材の一方面を被覆し、
　前記第２のカバーレイフィルムは、前記第２の配線パターンも前記パターン指標も形成
されていない前記第２の基材の他方面を被覆し、
　前記第２の配線パターンは、前記開口部と重なる領域を避けて配線され、
　前記開口部は、前記パターン指標が前記開口部から視認することができるように形成さ
れていることを特徴とするフレキシブルプリント基板。
【請求項９】
　前記パターン指標は、前記第２の基材の他方面に形成される第３の配線パターンの一部
を中抜きすることによって形成されることを特徴とする請求項８に記載のフレキシブルプ
リント基板。
【請求項１０】
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　前記パターン指標は、数字、文字、記号、マーク、および前記数字と前記文字と前記記
号と前記マークのうち任意の組み合わせから選択されることを特徴とする請求項８または
９に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項１１】
　前記パターン指標は、前記フレキシブルプリント基板を折り曲げる際の目印となる折り
目指標、および製品記号を含む中から選択されることを特徴とする請求項８乃至１０のい
ずれか１項に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項１２】
　前記パターン指標が、数字、文字、記号、および前記数字と前記文字と前記記号の組み
合わせのいずれかである場合、前記フレキシブルプリント基板の一方の面から前記パター
ン指標を目視した際に前記パターン指標が反転して形成されていることを特徴とする請求
項１１に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項１３】
　請求項８乃至１２のいずれか１項に記載のフレキシブルプリント基板を備えることを特
徴とする電子機器。
【請求項１４】
　複数の層を有するフレキシブルプリント基板であって、
　光透過性を有する第１の基材と、
　前記第１の基材の一方面に形成される第１の配線パターンと、
　前記第１の配線パターンの表面を被覆する不透明な第１のカバーレイフィルムと、
　光透過性を有し、前記第１の基材の他方面に配置される第２の基材と、
　前記第１の基材の他方面と前記第２の基材の一方面との間に形成される第２の配線パタ
ーンおよびパターン指標と、
　前記第２の配線パターンおよび前記パターン指標の表面を被覆する不透明な第２のカバ
ーレイフィルムとを備え、
　前記第１のカバーレイフィルムには、開口部が形成され、
　前記第１のカバーレイフィルムは、前記第１の配線パターンが形成されていない前記開
口部のまわりで前記基材の一方面を被覆し、
　前記開口部は、前記パターン指標が前記開口部から視認することができるように形成さ
れていることを特徴とするフレキシブルプリント基板。
【請求項１５】
　前記パターン指標は、前記第１の基材の他方面と前記第２の基材の一方面との間に形成
される第２の配線パターンの一部を抜いた中抜きすることによって形成されることを特徴
とする請求項１４に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項１６】
　前記パターン指標は、数字、文字、記号、マーク、および前記数字と前記文字と前記記
号と前記マークのうち任意の組み合わせから選択されることを特徴とする請求項１４また
は１５に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項１７】
　前記パターン指標は、前記フレキシブルプリント基板を折り曲げる際の目印となる折り
目指標、製品記号を含む中から選択されることを特徴とする請求項１４乃至１６のいずれ
か１項に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項１８】
　前記パターン指標が、数字、文字、記号、および前記数字と前記文字と前記記号の組み
合わせのいずれかである場合、前記フレキシブルプリント基板の一方の面から前記パター
ン指標を目視した際に前記パターン指標が反転して形成されていることを特徴とする請求
項１７に記載のフレキシブルプリント基板。
【請求項１９】
　請求項１４乃至１８のいずれか１項に記載のフレキシブルプリント基板を備えることを
特徴とする電子機器。
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